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作業記録とお施主様への完了報告

⑪写真を含めた作業記録作成、保管

⑫特定粉じん排出等作業記録作成、保管

⑬完了報告書作成、発注者へ報告、記録を保管

石綿（アスベスト）法改正



「石綿法令対応」は まとめるとこれ

やらなければならないこと 誰が？ 大防法 石綿則

①
★調査、記録を保管
※（2023.10～）調査担当者は調査者資格を

● ●

② ★調査結果を発注者に説明し、記録を保管 ● ―

③ ★（2022.4～）100万以上改修は電子報告 ● ●

④ 作業計画（作業方法・順序等）を作成 ● ●

⑤ （下請業者がいる場合）作業計画を説明 ● ●

⑥ ★調査結果（有無）を現場に掲示・備え付け ● ●

⑦ 飲食禁止・石綿の作用など４点の掲示 ― ●

⑧
作業者は呼吸用保護具を着用して除去
※施工現場に一人は「石綿作業主任者」を
※作業員は全員4.5時間の「特別教育」を

― ●

⑨ 湿潤化して可能な限り原形のまま除去 ● ●

⑩
石綿を含む、産業廃棄物の適正な処理・管理
※事前に処理体制・ルート構築

廃棄物処理法

⑪ 写真を含めた作業記録作成、保管 ― ●

⑫ 特定粉じん排出等作業記録作成、保管 ● ―

⑬ 完了報告書作成、発注者へ報告、記録を保管 ● ―

見積段階

着工前

工事中

完了後

赤字は今回の改正で追加 ★は石綿の有無にかかわらず必要な対応

改修（リフォーム）や解体工事など、石綿の事前調査が必要な工事について（レベル３）
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元請業者
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◼ 掲示状況・作業実施状況などの写真を含めた記録を作成し、３年間保存。

＜記録内容・記録方法＞（石綿則、通知）

• 以下の内容が確認できるよう写真等により記録し、３年間保存する必要

下請業者等

⑪ 写真を含めた作業記録作成
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①事前調査結果等の掲示、立入禁止表示、喫煙・飲食禁止の掲示、石綿作業場である旨等の掲示状況

②隔離の状況、集じん・排気装置の設置状況、前室・洗身室・更衣室の設置状況

③集じん・排気装置からの石綿等の粉じんの漏洩点検結果、負圧の点検結果、隔離解除前の除去完了確認の状況

④作業計画に基づく作業の実施状況（湿潤化の状況、マスク等の使用状況も含む）
※同様の作業を行う場合も、作業を行う部屋や階が変わるごとに記録する必要

⑤除去した石綿の運搬または貯蔵を行う際の容器など、必要な事項の表示状況、保管の状況

⑥作業従事者および周辺作業従事者の氏名および作業従事期間 （⑥は文書等による記録で可）

• 記録は、写真のほか、動画による記録も可能
撮影場所、撮影日時等が特定できるように記録する必要



◼ 労働者ごとの作業記録は、１ヵ月以内ごとに常時作業に従事する労働者について記録、40年保存
。

※労働者ごとの作業記録は、１ヵ月以内ごとに常時作業に従事する労働者について記録、40年保存。

＜記録事項＞ （石綿則）

• 労働者の氏名

• 直接従事者の場合、従事作業の概要、従事した期間、事前調査結果の概要、作業の実施状況の記録の概要

• 周辺作業従事者の場合、他の労働者が従事した直接作業の概要、周辺作業に従事した期間、事前調査結果
の概要、作業の実施状況の記録の概要、保護具等の使用状況

• 石綿等の粉じんで著しく汚染される事態か発生した時は、その概要と事業者が講じた応急措置の概要

下請業者等

⑪ 写真を含めた作業記録作成
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◼ 元請業者は、下請業者が施工の分担に応じて作成した記録をとりまとめ、完了確認した者の情報を
含めた記録を作成、3年間保存。

＜作業記録項目＞（大防法）

• 特定工事の発注者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあってはその代表者の氏名

• 特定工事の場所

• 特定粉じん排出等作業を実施した期間

• 特定工事の元請業者又は自主施工者の現場責任者の氏名及び連絡場所

• 下請負人が特定粉じん排出等作業を実施する場合の当該下請負人の現場責任者の氏名及び連絡場所

• 特定粉じん排出等作業の実施状況（次に掲げる事項を含む。）

• 特定粉じん排出等作業の場所を他の場所から隔離して作業を行ったときは、 負圧の状況の確認、集じ
ん・排気装置の正常な稼働の確認及びの隔離を解く前の確認をした年月日、確認の方法、確認の結果
（確認の結果に基づいて補修等の措置を講じた場合は、その内容を含む。）及び確認した者の氏名

• 特定建築材料を除去し、囲い込み、又は封じ込める作業の完了を確認した年月日、確認の結果（確認の
結果に基づいて特定建築材料の除去等の措置を講じた場合にあっては、その内容を含む。）並びに確認
を行った者の氏名及び当該者が特定粉じんに関する知識を有する者に該当することを証明する書類の写
し

元請業者

⑫ 特定粉じん排出等作業記録作成

5



6

参考様式 https://www.pref.chiba.lg.jp/taiki/prevention/documents/motouke2-kiroku.pdf

※Excel形式でも公開されています

※千葉県の例

https://www.pref.chiba.lg.jp/taiki/prevention/documents/motouke2-kiroku.pdf


◼ 元請業者は、作業結果を発注者へ書面で報告、書面の写しは３年保存。

＜報告事項＞（大防法）

• 特定粉じん排出等作業が完了した年月日

• 特定粉じん排出等作業の実施状況の概要

（説明したとおりに作業基準を遵守して特定粉じん排出等作業を完了したか否か、説明と異なる対応を
行った場合や異常が発生した場合はその内容等、作業基準の各規定に対応した当該作業の実施状況をそ
れぞれ詳細に説明することまでは要しないが、必要に応じて作業の実施状況を確認できる写真等を用い
て報告することが望ましい。）

• 特定建築材料を除去し、囲い込み、又は封じ込める作業の完了の確認を行った者の氏名及び当該者が特
定粉じんに関する知識を有する者に該当することを明らかにする事項

（確認を行った者が登録規程に基づく講習又は労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）に基づく石綿作
業主任者技能講習を受講した講習実施機関の名称（一般社団法人日本アスベスト調査診断協会に登録さ
れた者については、その旨）

元請業者

⑬ 完了報告書作成、発注者へ報告
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参考様式 https://www.pref.chiba.lg.jp/taiki/prevention/documents/motouke2-houkoku.pdf

※Excel形式でも公開されています

※千葉県の例

https://www.pref.chiba.lg.jp/taiki/prevention/documents/motouke2-houkoku.pdf


参考様式
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https://www.env.go.jp/content/900396898.pdf

※環境省・厚労省マニュアルの例

https://www.env.go.jp/content/900396898.pdf


ユニバースのASPシステム「UNI-PORT」
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◼ UNI-PORTなら石綿情報と工事情報と紐づけて登録、法定必須書類をシステム上で簡単作成

システムの概要

青字はUNI-PORTでできる部分

https://universe-corp.jp/uniport/

https://universe-corp.jp/uniport/


【UNI-PORT】現場にいながら帳票作成が可能なシステム
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◼ スマートフォンでの入力や写真のアップロードが可能 事業所に戻らずその場で帳票作成

https://universe-corp.jp/uniport/

https://universe-corp.jp/uniport/


【UNI-PORT】 ⑪⑫ 記録の作成、保存 （特定粉じん排出等作業記録）
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https://universe-corp.jp/uniport/

○掲示状況

特定粉じん排出等作業記録

事前調査結果等の掲示 立入禁止表示

撮影日時 2022/6/10 撮影日時 2022/6/10

現場名 □□様邸ユニットバス取替工事 住所 東京都目黒区○○

撮影日時 2022/6/10 撮影日時 2022/6/10

作業主任者の選任の掲示

業者名 株式会社○○工務店

喫煙・飲食禁止の表示 石綿作業場である旨等の掲示

撮影日時 2022/6/10 撮影日時 2022/6/10

自 至

自 至

自 至

自 至

自 至

自 至

特定粉じん排出等作業の実施状況

特定粉じん排出等作業の
種類・実施期間

2022/6/10 2022/6/11

特定粉じん排出等作業記録

現場名 □□様邸ユニットバス取替工事 住所 東京都目黒区○○

－ － －

－ － －

××　×× 2022/6/10 2022/6/11

▽▽　▽▽ 2022/6/10 2022/6/11

－ － －

呼吸用保護具等の使用状況 除去作業の様子

養生等の状況 湿潤の様子

撮影日時 2022/6/10 撮影日時 2022/6/11

撮影日時 2022/6/11 撮影日時 2022/6/11

石綿使用建築物等解体等
作業に従事した労働者

名・従事期間

周辺作業従事者の氏名・
従事期間

業者名 株式会社○○工務店

https://universe-corp.jp/uniport/
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■2022年4月～ 事前調査結果の報告義務がスタート

報告対象

解体：80㎡以上
改修：100万円以上

報告対象未満

報告
した

報告していない

報告は不要

あり／みなし
と報告

無し
と報告

飛散防止対策は十分か

正しく調査されているか

調査していないと判断

報告のみが不要なだけ

●記録など作成していないことは何が問題なの？
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●記録など作成していないことは何が問題なの？

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_35474.html
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●記録など作成していないことは何が問題なの？

https://www.biccamera.com/bc/c/info/purchase/images/ishiwata_jizenchousa.png



講師 子安 伸幸

（株式会社ユニバース／一般社団法人企業環境リスク解決機構［CERSI］）

作業記録とお施主様への完了報告

⑪写真を含めた作業記録作成、保管

⑫特定粉じん排出等作業記録作成、保管

⑬完了報告書作成、発注者へ報告、記録を保管

石綿（アスベスト）法改正 制作：2024年1月
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